外来通所　カンファレンス記録
	平成　19年　3月　23日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　東　和弘　　　　記録　上平　ユリ子
	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	下舘
	東
	服部
	山田
	木村
	月舘
	中居
	上平
	川井
	谷藤

	欠
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	幸房
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 4／2（月）13：00～13：30　メンタルケア病棟4階千葉記念講堂にて、平成19年度入社式を行うので、出席すること。式次第等詳しくは各施設に掲示あり。

· 本日、17：30～18：30まで「医療ガスについて」院内研修あり。

· 3／26（月）１5：00に佐々木香様と家族様が、佐々木SＷと一緒にデイケア見学の為来所。
· 3／28（水）13：00～佐々木香様の退院療養会議が西病棟である。通所リハビリGから木村が出席。
· 江刺家IOOより、新人研修の研修講義内容の希望・意見があれば教えてほしいとの現場スタッフへの依頼あり、希望ある方はIOOまで。
＜外来情報＞　

· 大久保律子様～「抜歯していいかと、歯科医師から聞いてくるよう言われた。
最近元気がないので、先週処方された昼食後の薬ドグマチールをこのまま服用したい」と話されている。

· 伊藤　雄一様～眠剤1錠減薬されているが睡眠確保出来ている。

「生活に慣れてきている」と話されている。

· 横町　浩様　～「かかとの荒れは少し良くなってきているが、軟膏は続けたい。夜9：00頃まで
　　　　　　　　起きていられるようになった」と話されている。

· 田澤　勝敏様～「毎朝、朝食作りをしている。メニューは自分で考え、迷う事はない」と話されて
　　　　　　　いる。

· 関　秀治様　～「昨夜、話し合い中に具合が悪くなった。こういうことはたまにある。横になった
　　　　　　　ら良くなった。」、「仕事は早く終われるようになっている」と話されている。

· 田名部一樹様～「減薬してきているが、体調はよく食欲、睡眠は良好だ。しかし、疲れやすく集中

　　出来ないのでデイケアに通う日数減らしたい。土､日は午前中、眠っている。職親は無理かな」と話されている｡

主治医より疲れやすく、集中できないのなら生活リズムが乱れないようデイケアに行くことが大切だと説明受けている。

· 関口　弾様～「試験外泊中で、休日を挟んでいたので楽しかった｡食事作りもしていて、1人
　　　　　　　で十分やっていける自信がついた」と話されている。

　　　　　　　　　青山荘の日誌では、本人はさびしいとスタッフに話していたと記載あり。

· 北嶋　剛様～「最近食べ過ぎている。カロリー調整が難しい」と話されている。

＜利用者様情報＞　

· 戸賀沢　潔様～※20・21日の連休の様子、赤坂順市様の借金の件で面談実施した。

・全部で17000円の借金がある。

・前野様からお金を2000借りて赤坂様に返した。

・うみねこ幸房からぬけ出してデイケアにいる赤坂様に借金を返しに来た｡

　　　　　　　　　　・姉様の所へ行ってもお金をくれないから借りた。

・パチンコはやりたいから借金はやめられない。　

　　　　　　　　　　・以前はパチンコで儲かっていたし、働いていた頃は20万円で生活していたの少しのお金だとやっていけない。人に迷惑をかけていないのになぜパチンコをしてはいけないか。　

・五戸に帰って仕事をしたい、と話されている。

○生活費は姉様が青明舎に預けて青明舎でやりとりする事になっている。姉様からお金をもらう事はできない状況であり、今の生活水準に合わせて生活していくこと。パチンコはお金をもうけるところではないこと。たくさんの人からお金を借りることが迷惑行為だということを1つ1つ振り返りながら説明している。

　　　　　　　　　　　　⇒本日以降の本人との関わりもあわせ、週明けの外来診察時へ情報を整理していきましょう。

・　田中　正士様～※3月に入り転倒が多いので体調確認と今後のことで面談実施した。

　　　　　　　　　・「体調は何も変化がない、よそみするから転ぶ、自分では重心をとって歩いている」と話される。

　　　　　　　　　・スタッフよりゆっくり歩くことをすすめると、「小さい頃からせっかちで、ゆっくり歩く事ができない」と話す。

　　　　　　　　　・転倒により大怪我のリスクが十分あることで杖の使用を提案すると、本人より「少しまってほしい」と話される。　

　　　　　　　　　⇒次回青風荘スタッフと今後の方向性を意見交換する。

＜青風荘事例検討＞

今野　容子様（73）　統合失調症
（合併症）糖尿病　高血圧症　狭心症　便秘　　　　　　　　　　デイナイト利用年数　3年０ヶ月

○ケア目標

信頼関係を構築し忍耐強く関わり、血糖、コントロールの悪化を防ぎ本人の理解度に合わせて共感しながら、糖尿病と関われるようにケアを継続して行く

○現状

· 身の回りのことは自分で出来ている。　

· 糖尿病であり腎機能が低下しているが病気について理解度が低く、声かけしなければ食事の乱れがある。

· 他者に対して威圧的言動みられる。

· 物品の貸し借りみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇今後の対応

· 本人の理解度に合わせ糖尿病について学び、血糖のコントロールを上手に行えるようにする。

· メンバーとの交流は好ましいが、他者に物をもらう事は通所のルールとして好ましくない事を説明。

・　新しい事に対しても、取り組めている事に対しては本人へ評価を返していく。

　

吉田　キクエ様(75)　統合失調症

デイナイト利用年数　５年４ヶ月

○ケア目標

・創作活動、レクリェションを通して、他メンバーの交流、加齢に伴う能力の低下の軽減を図る。また運動不足による肥満傾向が見られる為運動プログラムの参加を促していく。

○現状

· プログラムは拒否なく参加されているが、運動プロプグラムは足が痛いと参加されない。

· 身の回りの事は自分で出来ている。　　

· 精神症状は落ち着いている。

· 余暇時間は縫い物を自発的にしている。

· 毎朝体重測定しているが、体重は安定されている。

· 安全管理が出来ており、夜道は懐中電灯を照らして歩いたり、歩行時はゆっくり歩き、安全に気をつけている。

· 家族の面会はない。

· 甥っ子に会いたいが連絡が取れないと話す。

○今後の対応

· 現状維持でプログラムを通して他メンバーの交流、加齢に伴う能力の低下の軽減を図っていく。

· 運動プログラムの参加を促し、運動不足、肥満傾向を防ぐ。
